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聞
き

き手
て

に命
めい

令
れい

 （依
い

頼
らい

） する・禁
きん

止
し

する（1）：「〜てください」「〜ないでください」（丁
てい

寧
ねい

な言い方
かた

）

［問
もん
題
だい
］�例
れい
のように　　の動

どう
詞
し
の形

かたち
を変

か
えて、ある場

ば
合
あい
にするべきこと・してはいけないことを、命

めい
令
れい
（依

い
頼
らい
）したり、�

  禁
きん
止
し
したりする文

ぶん
を作
つく
りなさい。

例
れい
）	避

ひ
難
なん
するときは（=ある場

ば
合
あい
）／ゆっくり歩

ある
く（=命

めい
令
れい
）

	 → 　� 。

１）	地
じ
震
しん
が起

お
きたときは／まず落

お
ち着

つ
く（=命

めい
令
れい
）

	 → � 。

２）	倒
たお
れている人を見たら／声

こえ
をかける（=命

めい
令
れい
）

	 → � 。

３）	地
じ
震
しん
が起

お
こっても／飛

と
び出

だ
す（=禁

きん
止
し
）

	 → � 。

４）	揺
ゆ
れがおさまっても／エレベーターを使

つか
う（=禁

きん
止
し
）

	 → � 。

５）	先生の指
し
示
じ
があるまで／席

せき
を立

た
つ・外

そと
に出る（=2つ以

い
上
じょう
の動
どう
作
さ
の禁
きん
止
し
）

	 → 　� 。

６）	大きな揺
ゆ
れを感

かん
じても／パニックになって走

はし
る・前の人を押

お
す（=2つ以

い
上
じょう
の動
どう
作
さ
の禁
きん
止
し
）

	 → � 。

聞
き

き手
て

に命
めい

令
れい

 （依
い

頼
らい

） する・禁
きん

止
し

する（1）：「〜て」「〜ないで」（くだけた言い方
かた

）

［問
もん
題
だい
］例

れい
のように　　の動

どう
詞
し
の形

かたち
を変

か
えて、友

とも
達
だち
に命
めい
令
れい
（依

い
頼
らい
）したり、しないように禁

きん
止
し
したりする文

ぶん
を作
つく
りなさい。

例
れい
）	机

つくえ
の下
した
に入る（=命

めい
令
れい
）	 → 「　� 。」

１）	ドアを開
あ
ける（=命

めい
令
れい
）	 → 「　� 。」

２）	頭
あたま
を守
まも
る（=命

めい
令
れい
）	 → 「　� 。」

３）	窓
まど
の近
ちか
くに行く（=禁

きん
止
し
）	 → 「　� 。」

４）	背
せ
中
なか
を押

お
す（=禁

きん
止
し
）	 → 「　� 。」

避
ひ

難
なん

するときは、ゆっくり歩
ある

いてください

机
つくえ

の下
した

に入って
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聞
き

き手
て

に命
めい

令
れい

 （依
い

頼
らい

） する・禁
きん

止
し

する（2）：「〜なければいけません」「〜てはいけません」（丁
てい

寧
ねい

な言い方
かた

）

［問
もん
題
だい
］�例

れい
のように　　の動

どう
詞
し
の形

かたち
を変

か
えて、ある場

ば
合
あい
に命

めい
令
れい
（依

い
頼
らい
）したり、しないように禁

きん
止
し
したりする文

ぶん
を作

つく
りな�

  さい。

例
れい
）	背

せ
が高い家

か
具
ぐ
がある場

ば
合
あい
は（=ある場

ば
合
あい
）／家

か
具
ぐ
を固

こ
定
てい
する（=命

めい
令
れい
）

	 → 　� 。

１）	テレビがつかないときは／ラジオなどで情
じょう
報
ほう
を聞く（=命

めい
令
れい
）

	 → 　� 。

２）	海
うみ
や川の近

ちか
くにいるときは／水

みず
辺
べ
からすぐに離

はな
れる（=命

めい
令
れい
）

	 → 　� 。

３）	ふだんは／エレベーターの中の非
ひ
常
じょう
用
よう
ボックスを勝

かっ
手
て
に開

あ
ける（=禁

きん
止
し
）

	 → 　� 。

４）	大きく揺
ゆ
れているときは／机

つくえ
の下から出る（=禁

きん
止
し
）

	 → 　� 。

聞
き

き手
て

に命
めい

令
れい

 （依
い

頼
らい

） する・禁
きん

止
し

する（2）：「〜なきゃ」「〜ちゃだめ」（くだけた言い方
かた

）

［問
もん
題
だい
1］例

れい
のように　　の動

どう
詞
し
の形

かたち
を変

か
えて、友

とも
達
だち
に命
めい
令
れい
（依

い
頼
らい
）する文

ぶん
を作
つく
りなさい。

例
れい
）	（大きな揺

ゆ
れが起

お
こった）テーブルの下に入る

	 → 「　	 。」

１）	（入れる机
つくえ
やテーブルがない）頭

あたま
をかばんで守

まも
る

	 → 「　	 。」

２）	（大きな揺
ゆ
れがおさまった状

じょう
態
たい
）安
あん
全
ぜん
な場

ば
所
しょ
に避

ひ
難
なん
する

	 → 「　	 。」

３）	（部
へ
屋
や
にガラスが散

ち
らばっている状

じょう
態
たい
）部

へ
屋
や
の中でも靴

くつ
をはく

	 → 「　	 。」

４）	（家
か
族
ぞく
と連
れん
絡
らく
が取

と
れない）災

さい
害
がい
伝
でん
言
ごん
ダイヤルを使

つか
う

	 → 「　	 。」

背
せ

が高い家
か

具
ぐ

がある場
ば

合
あい

は、家
か

具
ぐ

を固
こ

定
てい

しなければいけません

テーブルの下に入らなきゃ
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［問
もん
題
だい
2］例

れい
のように、友

とも
達
だち
に禁
きん
止
し
する文

ぶん
を作
つく
りなさい。

例
れい
）	（大きな揺

ゆれ
れの後

あと
）ガスを使

つか
う

	 → 「　ガスを使
つか
っちゃだめ（だよ）	 。」

１）	（近
ちか
くの避

ひ
難
なん
所
じょ
に行く）車

くるま
で避

ひ
難
なん
する

	 → 「　	 。」

２）	（エレベーターの中で地
じ
震
しん
があった）無

む
理
り
にドアを開

あ
ける

	 → 「　	 。」

３）	（部
へ
屋
や
にガラスが散

ち
らばっている状

じょう
態
たい
）はだしで歩

ある
く

	 → 「　	 。」

４）	（切
き
れた電

でん
線
せん
が垂

た
れている状

じょう
態
たい
）電
でん
線
せん
に近
ちか
づく

	 → 「　	 。」


